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活用方針・導入/活用までのステップ

●荒川区

VLP活用のねらい
 不登校傾向にある児童・生徒の社会とのつなが
りを保つことや学習機会の確保

対象生徒・児童
 区立小・中学校に在籍する不登校傾向の児童・
生徒

運営時間
 学校の稼業時間（午前８時から午後５時）
 ①午前９時から午前１０時
 ②正午から午後１時
 ③午後３時から午後４時
活用方法
 支援員やＶＬＰ利用者同士のコミュニケーション
 学習コンテンツを利用した教科学習等
 不登校傾向の児童・生徒と社会や学校等とのつ
ながりを維持する

① 令和６年４月教育センターにてＶＬＰ担当チー
ムの発足

② 担当チームは、２週間に１度程度ミーティングを
実施し、進捗状況等を確認

③ ＶＬＰの利用開始に向けた調整
アカウント配布方法や活用方法の整備

④ 利用者、アカウントの管理・支援方法の検討
⑤ ＶＬＰ支援員の確保
⑥ 校長会等への説明
⑦ 各種研修会等によるＶＬＰの説明
⑧ 令和６年６月適応指導教室通室児童・生徒に
て運用開始

⑨ 令和６年７月利用拡大を検討
⑩ 令和６年９月ＶＬＰ保護者説明会を実施
⑪ 令和６年１０月全校展開を実施

適日
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活動・取組み内容

●荒川区

活動・取組み内容

画像等資料あれば

画像等資料あれば

【導入前】
 ＶＬＰの運用方法について検討し、利用時間、内容について検討
 校長会や研修会等を活用した周知
 スクールソーシャルワーカー等への周知
 チラシの作成、区ホームページへの掲載
 デジタル連絡ツールを利用した周知
【導入初期】
 適応指導教室利用者にアカウントを配布し、運用開始
 通室できない場合はＶＬＰを利用した。また、学習面で支援に活用
 利用者の利用状況やチャットやボイス等、様子を観察
【運用期】
 参加状況の把握
 利用状況について、支援員と情報共有
 参加状況を各学校に報告
 継続利用に向けた取組、イベントの企画
 イベント情報を周知
 イベントの開催
 追加配布に向けた取組
 各種研修会等で利用状況を紹介



4

成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

●荒川区

児童・
生徒

• 利用した日に「クイズ大会」をしていました。
「当てられてうれしかった。明日も当てられる
かな。」

• チャットでのお話が楽しかった。また、参加した
いです。

• １日３時間くらいデキタスを利用し、学習し
ている。小学校高学年から不登校であったた
め、授業がわからなくて登校しづらかったが、
小学校５年生から学び直しができている。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 不登校傾向の児童・生徒の活用により、自宅等での目的が明
確になった。「ＶＬＰに参加」という目的が１日の中で、何をす
ればいいかわからない児童・生徒や保護者に効果的であった。

 ＶＬＰが親子や学校の共通の話題となり、つながりのきっかけ
や継続した支援につなげることができた。ＶＬＰの利用から別
室登校をすることができた例もあった。

 ＶＬＰの利用拡大を図り、不登校傾向にある児童・生徒への
支援の手だてとする。

 アカウントをより円滑に配布し、５月からの運用を予定
 不登校傾向の児童・生徒は徐々に増加していくことから１学期

の間に、学校、児童・生徒、保護者に広く周知を図る。
 教職員等へ研修会等を活用し、児童・生徒の利用と合わせて

利用者の在籍校の教員が支援できるようにする。

利用者の声

• 学級担任やスクールソーシャルワーカーさんに
紹介してもらいはじめました。ＶＬＰの中で
の話をすることや学習コンテンツがとてもいい
です。学校に行けてなくても外とつながること
ができるのはうれしいようです。

• 適応指導教室や別室に加え、ＶＬＰがあ
ると支援方法の選択肢が増えていい。学習
コンテンツは自主学習に効果的に感じました。
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●荒川区

発出文書や情報発信など参考となる資料がございましたらご添付ください。

配布文書


